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写真4 広縁内側柱割 写真5 広縁と中の間境 写真6 中の間，中奥の間の境
近世禅宗寺院本堂の研究(その II) 295 
写真7のA 中の間と下の聞との境の欄間
断している(写真5)。広縁天井は梓縁。
上， if!，下の 3 室では 9]j~.鳥居， I司法長押，天井長押どを
廻らし 3 蟻壁では柱や束をみせz 天井は梓縁とする。
上，中p 下の室境にも敷鴨居，内法長押p 天井長押を廻

























聞に頭買を渡し 2 ノド鼻をつけ，台i怖をまわし p 柱上lこは
出組斗供p 拳鼻，実肘木つきをのせ p 中備に姿股を入れ
(写真9)， IfrJには唐様仏患がおかれる(写真10)ι
上奥下奥の両潤では似IJ柱通りでは l間毎iと往を立てて
上奥背面で1まー 下屋を外方 l間，内方 l間半に分け，外方














































7Gは床となり p 北の l間%は敷鴨居，長押の取付痕跡が
あり，柱の風蝕から見て縁lこ接した関口であったと見ら
れる(写真14)。
尚p 前面広縁の外がp 初めは開放されていて，前lこ落
縁があったことも推定されるが，決定資料はない。
写真16 床の段(板間が中奥，右下が中，
右上が上9 左上が上奥の各問)図 lのD
清
結び
乙の堂で仏壇が後退した点では窓日寺本堂と通じる
し，下奥を上!段にした点では，良福寺(尾張旭市)の場
合のあり方が一層進められており，来迎壁や須弥壇，向
拝が設けられた点では仏堂的要素が濃くなる経路を示
す。中の間の中央問や中奥前の取扱い方も仏堂イむのバロ
メーターとなろう。初期の禅宗本堂と比べるとかなり変
質してきている乙とが知られる。
写真17 下奥の聞の仕切痕跡
